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論文内容の要旨

(目的)

大酒家においては，脂肪肝，肝線維化，アルコール'性肝炎，肝硬変などの肝障害をきたすことはよく

知られているが，その発生機序の詳細はまだ十分には解明されていない。本研究では，人のアルコール

性肝障害の発生及び進展における脂質過酸化反応の関与を検討するために，慢性アルコール性肝障害患

者の血清ならびに肝組織過酸化脂質を測定し，併せて血衆中の微弱化学発光を測定した。

(方法ならびに成績)

肝組織過酸化脂質の測定対象は，肝機能異常のため腹腔鏡下に肝生検を施行した84症例(内訳は，正

常肝 5 例，アルコール'性脂肪肝13例，アルコール』性肝線維症13例，アルコール性肝硬変 8 例，慢性非活

動性肝炎15例，慢性活動性肝炎12例，肝硬変18例)であり，肝生検材料のうち組織学的検索に供した残

部の肝で肝組織過酸化脂質を測定した。 肝組織過酸化脂質の測定は真杉らのTB A Cthiobarbituric acid) 

法を一部変更して行ない，血清過酸化脂質は八木のTBA法にておこなった。

次に飲酒の影響をみるために，慢性アルコール症患者25例の入院の翌日と入院後禁酒 2 週間後に，血

清過酸化脂質の測定と肝機能検査を施行し，健常成人20例との比較をおこなった。

血衆微弱化学発光の測定対象は，腹腔鏡下に肝生検を施行し，診断した慢性アルコール性肝障害17例，

慢性非アルコール性肝障害 6 例と健常人11例であった。血衆の微弱化学豹Eを微弱化学発光分析器ox-

7 C東北電子産業社製，光電子増培管は浜松テレビ社製の R878を使用)で測定した。各試料につき 10

秒間測定し，測定を 5 回くりかえし，その平均値を血紫微弱化学発光値とし counts/10sec で表示した。

以上の方法により以下の成績が得られた。
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1) j慢性アルコール性肝障害患者の血清ならびに肝組織過酸化指質値のいずれも正常肝患者に比べて有

意の高値を示したが，慢性非アルコール'性肝障害患者の血清ならび、に肝組織過酸化脂質値には増加

がみられなかった。

2) 慢性アルコール性肝障害群と正常肝群においては，肝組織と血清の過酸化脂質値に有意の相関関係

がみられた。

3) 入院禁酒直後の慢性アルコール症患者では，血清過酸化脂質値と血清GOT値が健常人に比べて有

意に高値であり，その血清過酸化脂質値と血清GOT値の聞には有意の相関がみられた。また 2 週

間の禁酒により，血清過酸化脂質値及び血清GOT値は有意に低下した。

4) 慢性アルコール性肝障害患者の血祭微弱化学発光は，慢性非アルコール性肝障害患者，健常人に比

べていずれも有意の増加を示し，さらに肝病変が，アルコール性脂肪肝からアルコール性肝事嚇佐症，

アルコール性肝硬変へと進行するに伴い，微弱化学発光も増加傾向を示した。

(総括)

慢性アルコール性肝障害患者の肝組織及び血清の過酸化脂質値の増加がみられ，両過酸化脂質値の聞

に正の相関関係があることより，慢性アルコール性肝障害患者で、は肝での脂質過酸化反応が冗進し，そ

の充進が血清過酸化脂質値に反映しているものと推測された。また慢性アルコール性肝障害患者で、は，

フリーラジカル反応の指標で、ある血紫微弱化学発光の増加もみられた。他方，慢性非アルコール性肝障

害患者では，肝組織及び血清過酸化脂質や血衆微弱化学発光のいずれも増加がみられず，アルコーノレ性

肝障害患者の肝での脂質過酸化反応の冗進は飲酒を契機としておこることが考えられた。さらに大酒家

である慢性アルコール症患者では，血清過酸化脂質値と血清GOT値の聞に正の相関関係が認められ，

2 週間の禁酒により，血清過酸化脂質値が低下し，肝機能も改善することより，アルコール性肝障害患

者では，アルコール多飲により肝でのラジカル反応や脂質過酸化反応が冗進し，肝障害をひきおこすも

のと考えられた。以上のように本研究では，人のアルコール性肝障害の発生及び進展における脂質過酸

化反応の関与を明らかにした。

論文の審査結果の要旨

人のアルコール性肝障害の発生，進展における脂質過酸化反応の関与を検討するために，アルコール

性肝障害患者，慢性非アルコール性肝障害患者，健常人を対象として，肝生検組織及び血清の過酸化脂

質をTBA法により測定し，併せて脂質過酸化反応の指標である血衆微弱化学発光も測定した。その結

果，アルコール'性肝障害患者で、は，アルコール多飲により，肝での脂質過酸化反応が充進し， この過酸

化反応の冗進が肝障害と関連することが示された。この事は人のアルコール性肝障害の発生及び進展に

おける脂質過酸化反応の意義を明らかにしたものであり，学位論文に値すると考えられるO
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